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全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei

を
手
に
と
っ
た
▼
企
業
は
経

営
者
の
利
益
の
た
め
に
経
営

さ
れ
、
機
関
投
資
家
は
長
期

的
投
機
を
疎
か
に
し
、
フ
ァ

ン
ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
も
商
売

人
に
な
り
下
が
っ
た
―
米
国

資
本
主
義
が
い
か
に
変
質
し

た
か
を
分
析
し
、「
資
本
主

義
の
伝
統
的
価
値
観
で
あ
る

誠
実
、
信
頼
」
を
取
り
戻
す

た
め
の
戦
い
を
説
く
▼
社
会

的
に
有
用
な
生
産
活
動
か
ら

離
れ
、
社
会
を
食
い
も
の
に

す
る
、
活
力
・
健
全
さ
を
失

っ
て
内
部
か
ら
腐
っ
て
い
く

「
体
質
」
を
、「
魂
を
取
り
戻

す
」
こ
と
で
変
え
ら
れ
る
の

か
…
▼
（
睡
魔
の
中
）
地
球

温
暖
化
に
危
機
感
を
燃
や
す

欧
州
資
本
主
義
か
ら
は
、
新

し
い
枠
組
み
や
社
会
体
制
も

視
野
に
「
限
度
」
ま
で
挑
戦

す
る
意
気
込
み
が
伝
わ
る
。

こ
の
温
度
差
は
…
。

新
幹
線
の

旅
。
眠
り
を

誘
う
た
め

『
米
国
は
ど

こ
で
道
を
誤

っ
た
の
か
』

〈
出
題
〉
九
段
　
石
榑
郁
郎
　

黒
先

〈
ヒ
ン
ト
〉
黒
１
、
３
の
好

手
順
で
、
ダ
メ
ヅ
マ
リ
に
し

て
仕
留
め
ま
す
。

（
10
分
で
二
、
三
段
以
上
）

公正で明朗な人事発令を公正で明朗な人事発令を
生
活
本
拠
地
尊
重
の
配
転
運
用
を

ス
ト
ッ
プ
遠
距
離
・
長
時
間
通
勤

予
告
・
発
令
・
着
任
と
毎
年
繰
り
返
さ
れ
る
定
期
異
動
風

景
―
昇
任
・
昇
格
要
求
は
踏
み
に
じ
ら
れ
、「
公
務
の
要
請
」

の
名
の
下
に
、
遠
距
離
通
勤
や
転
居
、
単
身
赴
任
を
強
い
る

発
令
が
横
行
し
、
生
活
を
再
構
築
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に

追
い
こ
ま
れ
る
職
員
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
職
場
全
体
の
差

別
・
選
別
人
事
を
強
行
す
る
「
テ
コ
」
と
し
て
、
全
国
税
組

合
員
に
対
す
る
差
別
人
事
も
続
い
て
い
ま
す
。

「
明
る
く
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
」「
風
通
し
の
良
い
職

場
」
に
す
る
た
め
、
長
官
・
局
長
・
署
長
交
渉
や
要
請
行
動

等
を
通
じ
て
、
７
月
人
事
発
令
で
以
下
の
要
求
を
実
現
す
る

よ
う
求
め
て
い
き
ま
す
。

以
前
。

⑤
特
研
生
…
賃

金
格
付
け
を
是

正
し
、
普
通
科

と
同
等
の
昇

任
・
昇
格
発
令

を
行
う
こ
と
。

⑥
行
（二）
職
包
括

承
認
基
準
の

級
・
号
俸
を
充

た
し
て
い
る
者

全
員
を
昇
格
発

令
す
る
こ
と
。

・
用
務
員
　
２

事
、
不
公
平
・
不
明
朗
な
人

事
を
根
絶
す
る
こ
と
。

２
　
地
域
間
・
事
務
系
統
間

格
差
、
年
齢
・
職
種
・
男

■
昇
任
・
昇
格
等
に
関
す
る

要
求
■

１
　
学
閥
・
局
閥
特
権
人

事
、
情
実
・
派
閥
・
金
権
人

働
き
が
い
と
誇
り
を
感
じ
ら
れ
る
職
場
へ
　

あ
な
た
の
加
入
を
大
い
に
歓
迎
し
ま
す

女
・
所
属
組
合
差
別
を
根
絶

す
る
こ
と
。

３
　
誰
も
が
定
年
退
職
を
６

級
以
上
で
迎
え
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
。

４
　
青
年
間
差
別
を
や
め
、

「
若
い
内
の
差
は
好
ま
し
く

な
い
」
姿
勢
を
守
り
、
同
期

同
時
発
令
を
行
う
こ
と
。

５
　
当
面
、
次
の
基
準
を
充

た
し
た
者
全
員
を
昇
格
さ
せ

る
こ
と
。

①
５
昇
格
…
普
通
科
46
期
・

国
専
22
期
・
昭
和
56
年
採
用

以
前
。

②
４
級
昇
格
…
普
通
科
49

期
・
国
専
25
期
。

③
３
級
昇
格
…
普
通
科
55

期
・
国
専
31
期
以
前
。

④
２
級
昇
格
…
普
通
科
60
期

ともに手を携え、人間ら
しい労働のルールをう
ちたてよう
第79回メーデー　広がる共同

写真右上・埼玉メーデー／上・新潟メーデー／
左・大阪メーデーで行進する組合員

級
１
―
77
以
上
　

・
運
転
手
　
４
級
３
―
61

３
級
２
―
41
以
上

・
交
換
手
　
３
級
２
―
49

（
数
名
の
電
話
交
換
手
を
直

接
指
揮
監
督
す
る
者
は
２
―

41
）
以
上

６
　
降
格
人
事
は
国
家
公
務

員
法
に
従
い
、「
本
人
希
望
」

等
の
安
易
な
運
用
は
行
わ
な

い
こ
と
。

■
配
転
に
関
す
る
要
求
■

１
　
事
前
打
診
・
内
示
制
度

を
確
立
し
、
①
配
転
は
事
前

に
本
人
に
打
診
し
、
本
人
の

納
得
の
も
と
で
行
う
、
②
事

前
打
診
は
発
令
の
３
ヵ
月
前

に
、
内
示
は
１
ヵ
月
前
に
行

う
、
③
内
示
後
、
苦
情
処
理

機
関
を
設
け
、
妥
当
な
苦
情

に
対
す
る
是
正
措
置
を
保
障

す
る
こ
と
。

２
　
本
人
希
望
の
尊
重
と
、

配
転
に
関
す
る
諸
運
用
基
準

に
つ
い
て
、
当
面
以
下
の
よ

う
に
改
善
す
る
こ
と
。

①
生
活
本
拠
地
を
尊
重
し
た

配
転
運
用
と
す
る
こ
と
。

②
単
身
赴
任
を
な
く
す
こ

と
。
当
面
、
赴
任
期
間
を
原

則
１
年
間
と
す
る
こ
と
。

③
遠
距
離
・
長
時
間
通
勤
は

な
く
す
こ
と
（
各
局
で
職
員

が
納
得
い
く
基
準
を
設
定

し
、
遠
距
離
通
勤
か
長
時
間

通
勤
の
い
ず
れ
か
が
基
準
以

上
の
場
合
の
発
令
は
や
め

る
）。

④
子
弟
の
育
児
・
教
育
期
間

に
最
大
限
配
慮
し
、
厳
守
す

る
こ
と
。

⑤
介
護
の
責
任
を
持
つ
職
員

に
つ
い
て
は
、
希
望
を
最
大

限
尊
重
す
る
こ
と
。

「
な
く
せ
貧
困
！
」「
ス
ト

ッ
プ
改
憲
、
増
税
・
医
療
改

悪
！
」「
国
民
本
位
の
政
治
を

実
現
し
よ
う
！
」
－
。
メ
ー
デ

ー
の
５
月
１
日
、
東
京
・
代
々

木
公
園
で
開
か
れ
た
全
労
連
な

ど
に
よ
る
第
79
回
中
央
メ
ー
デ

ー
に
参
加
し
た
全
国
税
組
合
員

の
唱
和
が
青
空
に
響
き
渡
り
ま

し
た
。

地
方
で
も
全
国
３
５
７
カ
所

で
メ
ー
デ
ー
が
開
か
れ
、
組
合

旗
を
掲
げ
、
横
断
幕
・
プ
ラ
カ

ー
ド
を
手
に
し
た
組
合
員
は
良

い
汗
を
か
き
、
元
気
に
行
進
し

ま
し
た
。

今
年
の
確
申
期
は
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。
職
場

の
様
子
は
ど
う
で
す
か
。

昼
休
み
の
確
保
も
十
分
で
き
ず
、
ｅ–

Ｔ
ａ
ｘ

の
普
及
競
争
に
煽
ら
れ
、
超
勤
地
獄
が
際
限
な
く

の
み
す
る
風
潮
が
広
が
る
中
、
仕
事
の
あ
り
方
を
真

剣
に
考
え
、
家
族
や
友
情
を
大
切
に
す
る
仲
間
は
数

多
く
い
ま
す
。

職
場
は
今
、
パ
ワ
ハ
ラ
や
セ
ク
ハ
ラ
が
問
題
と
な

話
し
合
え
る
民
主
的
な
職
場
が
今
こ
そ
求
め
ら
れ

て
い
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
。
そ
の
よ
う
な
役
割
を

果
た
す
の
が
労
働
組
合
で
す
。

国
税
当
局
と
も
真
正
面
か
ら
議
論
し
職
場
の
要

自
由
と
民
主
主
義
、
正
義
と
良
心
が
尊
ば
れ
る
職

場
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
の
力
で
そ

の
一
歩
を
拓
き
ま
せ
ん
か
。
な
に
よ
り
自
身
の
生

活
と
仕
事
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
も
、
私
た
ち
は
、

あ
な
た
の
全
国
税
加
入
を
待
っ
て
い
ま
す
。

り
、
仕
事
を
き
ち
ん
と
教
え
た
い
、
教
わ
り
た
い
と

思
っ
て
も
ゆ
と
り
も
な
く
、
仕
事
を
続
け
て
い
く
上

で
の
誇
り
や
働
き
が
い
が
な
か
な
か
感
じ
ら
れ
な
い

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
上
意
下
達
で
は
な
く

差
別
や
い
じ
め
の
な
い
、
働
く
仲
間
と
し
て
何
で
も

元
化
の
全
国
化
が
予
定
さ
れ
て
い
て
私
た
ち
が
働

く
国
税
の
職
場
が
大
き
く
変
え
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
は
、
あ
な
た
も
実
感
し
て
い
る
こ
と
で

は
な
い
で
す
か
。

自
ら
の
保
身
を
優
先
し
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
を
丸

求
を
ぶ
つ
け
解
決
す
る

力
を
持
っ
て
い
る
組
合

が
全
国
税
で
す
。
国
民

に
信
頼
さ
れ
る
税
務
行

政
の
確
立
の
た
め
に
も

広
が
り
、
健
康
被
害
も

広
が
り
ま
し
た
。
職
員

の
犠
牲
で
乗
り
切
っ
た

確
申
期
で
し
た
ね
。
21

年
夏
に
は
内
部
事
務
一
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括
官
が
態
度
を
改
め
な

け
れ
ば
、
ま
た
電
話
を

し
た
い
。
ひ
ど
い
統
括

官
の
こ
と
、
法
人
の
異

常
な
調
査
件
数
の
こ
と
、

も
っ
と
機
関
紙
で
書
い

て
く
だ
さ
い
」
と
悲
痛

な
声
が
届
い
た
。

お
疲
れ
さ
ん
の

言
葉
も
な
く

【
近
畿
・
南
大
阪
支
部
】

調
査
か
ら
帰
っ
て
も

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
幹
部

【
北
海
道
地
連
】

職
場
に
は
パ
ワ
ハ
ラ
・

セ
ク
ハ
ラ
が
蔓
延
し
て
い

ま
す
。
組
合
に
寄
せ
ら
れ

た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
紹
介

し
ま
す
。

■
職
員
を
「
呼
び
捨
て
」

「
お
前
」
呼
ば
わ
り
し
て

い
る
幹
部
。

■
女
性
職
員
・
非
常
勤
職

員
に
故
意
に
体
を
触
れ
る

統
括
官
。

■
自
分
の
利
と
な
れ
ば
下

の
意
見
は
聞
か
な
い
で
ゴ

リ
押
し
す
る
統
括
官
。

■
仕
事
が
早
く
終
わ
る
と

「
本
当
に
見
た
の
か
」
と

本
人
の
能
力
を
否
定
す
る

よ
う
な
こ
と
を
平
気
で
言

う
統
括
官
。

■
う
ま
く
行
っ
た
ら
自
分

の
手
柄
、
行
か
な
け
れ
ば

担
当
者
。「
自
分
の
計
画

通
り
」
と
事
実
さ
え
曲
げ

る
統
括
官
。

■
職
員
に
「
体
重
を
減
ら

せ
」
と
発
言
し
て
憚
ら
な

い
幹
部
。

権
力
差
を
背
景
に
人
格

と
尊
厳
を
傷
つ
け
る
言
動

は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

指
導
区
分
者
も

調
査
に
出
ろ

【
全
国
税
本
部
】

14
日
午
後
６
時
、「
匿

名
で
の
相
談
に
な
る
が
」

と
の
前
置
き
で
電
話
が
あ

っ
た
。

「
私
は
診
療
所
で
指
導

区
分
を
受
け
て
い
る
の

に
、
統
括
官
か
ら
来
月

調
査
を
や
っ
て
く
れ
、

お
前
の
指
導
区
分
は
来

月
に
は
外
れ
る
だ
ろ
う

か
ら
と
言
わ
れ
た
。

こ
ん
な
統
括
官
は
許
せ

な
い
、
法
的
に
も
問
題

が
あ
る
の
で
は
。
件
数
、

件
数
で
現
場
の
尻
を
た

た
く
局
署
幹
部
も
許
せ

な
い
」
と
怒
り
心
頭
で
、

「
総
務
課
長
に
こ
の
話
を

す
る
が
、
そ
れ
で
も
統

〈
解
答
〉
黒
１
、
３
が
大
切
な

手
順
。
白
４
に
黒
５
、
７
で
ダ

メ
ヅ
マ
リ
に
な
り
白
死
で
す
。

黒
１
で
先
に
３
は
白
４
黒
１
白

７
で
失
敗
。
白
２
で
７
な
ら
黒

２
白
イ
黒
４
で
白
死
で
す
。

「
半
世
紀
の
伝
統
を
受
け
継
ご
う
」
と
５
月
６
日
、
50
周

年
を
迎
え
た
08
年
原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行
進
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
東
京
・
江
東
区
の
夢
の
島
（
東
京
―
広
島
コ

ー
ス
）
と
北
海
道
・
礼
文
島
（
北
海
道
―
広
島
コ
ー
ス
）
か

ら
２
コ
ー
ス
が
出
発
し
ま
し
た
。
今
後
、
全
国
11
幹
線
コ
ー

ス
と
各
地
の
網
の
目
で
の
行
進
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

全
国
税
組
合
員
は
Ｏ
Ｂ
組
合
員
と
行
進
し
て
い
ま
す
。

最
北
端
の
島
・
礼
文
町
の
町
役
場
前
を
出
発
し
た
齊
藤
さ

ん
か
ら
次
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
ま
し
た
。

っ
て
は
、
増
差
件
数
主
義
を

排
し
、
ゆ
と
り
あ
る
事
務
運

営
の
確
立
、
署
の
実
情
に
即

し
た
施
策
な
ど
、
現
場
の
判

断
を
尊
重
す
る
こ
と
。

②

若
手
職
員
を
「
促
成
栽

培
」
的
に
は
せ
ず
、
ゆ
と
り

を
も
っ
て
育
成
す
る
こ
と
。

③

セ
ク
ハ
ラ
、
パ
ワ
ハ
ラ

根
絶
の
た
め
の
措
置
を
徹
底

す
る
こ
と
。

■
調
査
・
徴
収
お
よ
び
内
部

事
務
に
関
す
る
要
求

①

増
差
・
件
数
・
不
正
な

ど
計
数
管
理
強
化
に
つ
な
が

る
計
画
策
定
や
、
事
務
運
営

手
法
を
採
用
し
な
い
こ
と
。

②

調
査
件
数
は
削
減
す
る

こ
と
。
特
に
、
法
人
税
部
門

に
配
置
さ
れ
た
若
手
職
員
の

件
数
は
大
幅
に
削
減
し
、
指

導
・
育
成
を
主
眼
に
お
い
た

調
査
内
容
と
す
る
こ
と
。

③

準
備
調
査
を
十
分
に
行

え
る
調
査
日
数
を
確
保
す
る

こ
と
。

④

統
括
官
の
調
査
日
数
を

増
や
し
て
、
全
体
の
件
数
を

増
や
す
な
ど
の
「
抜
け
道
」

を
許
さ
な
い
こ
と
。

■
相
談
官
・
相
談
室
お
よ
び

相
談
業
務
に
関
す
る
要
求

①

相
談
室
分
室
の
廃
止
お

よ
び
相
談
官
の
集
中
配
置
は

や
め
、
も
と
の
体
制
に
戻
す

こ
と
。

②

全
署
に
複
数
の
相
談
官

を
配
置
す
る
こ
と
。

③

内
部
事
務
一
元
化
部
門

い
る
内
部
事
務
一
元
化
に
も

耐
え
う
る
職
場
環
境
に
も
な

っ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
ふ
ま

え
、
来
事
務
年
度
事
務
計
画

策
定
と
平
成
20
年
度
予
算
概

算
要
求
に
関
わ
っ
て
次
の
要

求
実
現
を
求
め
ま
す
。

１

平
成
20
年
度
事
務
計
画

に
関
わ
る
要
求

■
基
本
要
求

①

事
務
計
画
策
定
に
あ
た

税
務
署
の
現
場
は
年
々
忙

し
く
な
り
、
慢
性
的
な
超
勤

も
出
て
い
ま
す
。
昼
休
み
は

短
縮
さ
れ
、
勤
務
時
間
が
延

長
さ
れ
こ
と
も
あ
り
、
職
員

の
疲
労
は
心
身
と
も
に
高
ま

っ
て
い
ま
す
。
庁
舎
の
老
朽

化
・
狭
隘
化
も
あ
り
、
執
務

環
境
は
悪
く
、
安
心
し
て
休

憩
す
る
場
所
も
確
保
さ
れ
て

は
い
ま
せ
ん
。
平
成
21
年
夏

に
全
国
化
さ
れ
よ
う
と
し
て

が
行
わ
れ
、「
９
条
だ
い
す

き
」
の
ゼ
ッ
ケ
ン
を
つ
け
た

愛
犬
ハ
ナ
と
一
緒
に
参
加
し

ま
し
た
（
写
真
・
左
）。
連

休
中
で
参
加
者
は
少
な
め
で

オ
ホ
ー
ツ
ク
の
遅
い
春
が

今
年
は
駆
け
足
で
や
っ
て
来

て
、
例
年
よ
り
早
く
桜
が
満

開
に
な
っ
た
連
休
最
終
日
、

平
和
行
進
の
出
発
式
と
行
進

「
第
47
回
全
国
税

山
の
つ
ど
い
」
の
お
誘
い

は
確
実
に
保
障
す
る
こ
と
。

③

e-

T
a
x
普
及
の
た

め
の
無
理
な
施
策
は
や
め
る

こ
と
。
審
査
要
員
を
減
ら
す

こ
と
な
く
、
相
談
要
員
を
確

保
す
る
こ
と
。
タ
ッ
チ
パ
ネ

ル
は
廃
止
し
な
い
こ
と
。

④

超
過
勤
務
と
な
ら
な
い

事
務
計
画
を
策
定
し
、
人
の

配
置
を
十
分
に
行
う
こ
と
。

ま
た
、
非
常
勤
職
員
や
派
遣

職
員
を
雇
用
す
る
場
合
は
十

分
な
研
修
を
行
う
こ
と
。

⑤

心
身
両
面
に
わ
た
る
健

康
最
優
先
の
事
務
計
画
と
す

る
こ
と
。「
立
ち
っ
ぱ
な
し
」

と
い
う
労
働
形
態
は
確
定
申

告
期
事
務
か
ら
完
全
に
排
除

す
る
こ
と
。

⑥

「
日
曜
開
庁
」
は
や
め
、

休
日
開
庁
・
出
勤
の
拡
大
は

計
画
し
な
い
こ
と
。

⑦

職
員
の
健
康
面
や
納
税

者
サ
ー
ビ
ス
面
か
ら
問
題
が

あ
る
「
巡
回
指
導
」「
個
・

資
一
体
指
導
」
は
や
め
、

「
対
面
相
談
」
方
式
と
す
る

こ
と
。

（
平
成
20
年
度
予
算
・
概
算

要
求
は
次
号
掲
載
し
ま
す
）

か
ら
「
一
般
相
談
」
を
含

め
た
納
税
相
談
事
務
を
切

り
離
す
こ
と
。（
中
略
）

■
確
定
申
告
期
事
務
に
関

す
る
要
求

①

新
規
施
策
は
十
分
な

余
裕
を
持
っ
て
施
行
す
る

こ
と
と
し
、
間
に
合
わ
な

い
場
合
は
次
年
度
に
回
す

こ
と
。

②

確
申
期
の
昼
休
み
業

務
は
行
わ
ず
、
休
憩
時
間

ゆとり、誇り持てる仕事に転換を
―老朽・狭隘庁舎の改善も待ったなし―

今回は将棊頭山（2,700ｍ）・三ノ沢岳（2,846ｍ）
をピストンし、駒ケ岳（2,956m）や宝剣岳（2,931
ｍ）を望むこととしました。稜線は絶景、コマクサ等
の高山植物を存分に楽しむことができます。
2日間の山行ですので2泊目は下界に降り、宿で山

の仲間と交流を深めることとします。
山行日程

第1日 ８月２日（土）千畳敷―宝剣山荘―駒ケ岳―
将棊頭山―駒ケ岳頂上山荘（泊）
第2日 ３日（日）頂上山荘－宝剣岳―三ノ沢岳―極
楽平―千畳敷　ロープウェー・バスにて菅ノ台を経て
国民宿舎「すずらん荘」（泊）４日(月)朝、解散。
※参加費　22,000円程度（２泊実費）

事
務
計
画
と
予
算
概
算
要
求
に
関
す
る
要
求
書

し
た
が
、
毎
年
「
旗
」
を
通

し
て
い
る
全
労
働
や
全
気
象

の
仲
間
た
ち
の
姿
も
あ
り
ま

す
。
出
発
式
の
リ
レ
ー
ト
ー

ク
で
全
労
働
の
行
進
者
が
言

っ
た
、「
戦
時

中
、
職
安
は
兵

器
工
場
に
少
年

少
女
た
ち
を
送

り
込
む
役
目
を

担
っ
た
。
決
し

て
繰
り
返
し
て

は
な
ら
な
歴

史
」。
私
も
思

っ
た
、「
戦
費

調
達
の
徴
税
強

化
な
ど
冗
談
じ

「
９
条
犬
」
と
平
和
行
進

お
疲
れ
さ
ん
の
言
葉
も

な
く

「
あ
れ
は
ど
う
し
た
、
こ

れ
は
見
た
か
」
な
ど
と

細
か
い
こ
と
ば
か
り
言

う同
行
し
て
く
れ
と
頼
ん

で
も

絶
対
行
こ
う
と
し
な
い

今
日
も
暗
〜
い
声
で

「
あ
れ
は
調
べ
た
か
、
こ

れ
は
ど
う
な
っ
た
」
と

グ
チ
ャ
グ
チ
ャ
言
う
の

で「そ
ん
な
に
言
う
ん
や
っ

た
ら

ど
こ
を
ど
う
見
た
ら
い

い
の
か
教
え
て
く
れ
」

と
聞
い
た
が
何
も
答
え

な
い

し
ば
ら
く
し
て
、
ベ
テ

ラ
ン
上
席
に

こ
そ
こ
そ
訊
き
に
行
っ

て
る

知
ら
ん
の
や
っ
た
ら
大

人
し
ゅ
う
し
と
け

い
っ
ち
ょ
ま
え
に
格
好

だ
け
つ
け
る
な
！

（
復
命
悲
話
）

昨年の赤石岳山頂でのスナップ

ゃ
な
い
」
と
。

今
年
は
、
憲
法
記
念
日
の

新
聞
各
紙
の
世
論
調
査
も
、

「
９
条
」
を
変
え
る
こ
と
に

「
反
対
」
の
声
が
高
ま
っ
て

い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
ま

す
。イ

ラ
ク
派
兵
の
「
違
憲
」

判
決
で
「
９
条
」
の
存
在
感

が
増
し
て
い
ま
す
。
こ
の
流

れ
を
も
っ
と
確
か
な
も
の
に

し
た
い
。

核
廃
絶
と
平
和
へ
の
願
い

を
束
ね
て
、
50
回
目
の
平
和

行
進
が
、
今
年
も
長
崎
・
広

島
へ
向
け
出
発
し
ま
し
た
。

網
走
分
会
　
齊
藤
道
子

上
か
ら
下
に

「
件
数
コ
ロ
ガ
シ
」

東
京
・
夢
の
島
か
ら
出
発




